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１．はじめに  

 フレッシュコンクリートの品質は，運搬・打込み・締固めなどの作業における時間の経過や温度および方法

などにより大きな影響を受けることから，土木工事共通仕様書やコンクリート標準示方書（施工編）において

各作業に関して基準となる指標が示されている．そして，施工者には示された指標を適切に管理し，高品質な

コンクリート構造物を建設することが求められる． 

 当社では，コールドジョイントの防止および棒状バイブレータによる適正な締固めを目的として、打ち重ね

時間間隔と打ち上がり高さを自動で管理・見える化できる「コン

クリート打設管理装置 NETIS：KK-180054-A」（以下，打設管理装

置）を開発した．本報では，打設管理装置を用いて実施した打設

作業および品質管理の省力化への取り組みについて報告する． 

２．装置の概要  

 打設管理装置は，図-1 に示すとおり 1 箇所のみの測定を行う

ワンポイントタイプとして開発したが，工事部門のニーズを踏

まえ複数箇所の同時測定が可能なマルチタイプの改良を行っ

た．マルチタイプは打設箇所に設置する携帯端末・変位センサと

携帯端末を管理するホストPCおよびWi-Fiアクセスポイントで

構成される．なお，ホスト PCは最大で 8 台の携帯端末を同時に

管理することが可能であり，複数箇所の打設状況を一括して把

握することができる．ここで，打設管理装置の運用方法は以下に

示すとおりである． 

 1) 測定位置に変位センサ・携帯端末を設置し，任意の場所に 

Wi-Fi アクセスポイント・ホスト PC を設置（写真-1）． 

 2) 打設層数や 1層高さの設定情報をホスト PCから各携帯端 

   末へ送信． 

 3) 計測開始に伴い，各測定位置のコンクリート打ち上がり高

さを測定し，所定の層厚に達した時点で携帯端末画面に

完了を表示． 

4) 次層コンクリート打設が開始されるまでの待機時間を携 

帯端末画面に表示（写真-2）． 

 5) 3)～4)を繰返し，最終層まで打設． 

３．現場実証 

 本装置の検証を目的として，当社が施工している橋梁耐震補

強工事，橋梁下部工事において実証を行っており，ここでは耐震

補強工事に活用した事例について報告する． 
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図-1 装置概要図 

写真-1 装置設置状況 

写真-2 携帯端末画面 
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(1)打設作業 

実証工事は，既設橋脚の耐震補強として RC 巻立て工法を行う

ものであり，図-2に対象橋脚の補強概要およびコンクリ－トの

打設リフトを示す．巻立てコンクリートの打設は 3 回に分けて 

計画されており，打ち上がり高さ 3,600mm の第 2 リフトにおい

ては巻立て厚さ 250mm と狭小な状況で 500mm 毎の打ち上がり高

さを目視確認することは困難であった.そこで図-3 のとおり 4

箇所に打設管理装置を設置し，打ち上がり高さおよび打ち重ね

待機時間の測定を行った．なお，変位センサおよび携帯端末の

設置には市販されているタブレットアームなどを流用し，作業

性や視認性を考慮した位置を選定した． 

 従来の方法では，現場職員などがコンベックスやスタッフを

用いて打ち上がり高さを常時確認する必要があった．しかし，

打設管理装置の活用により作業員は携帯端末を確認することで

タイムリーに情報を把握することができ，所定の打ち上がり高

さまで効率的にコンクリートを打設することが可能であった．

今回の実証では，高さの確認作業によるポンプ工など作業者の

手待ちや確認作業自体を無くすことでコンクリート打設作業の

省力化を図ることができた．ここで，打設状況を写真-3に示す． 

(2)品質管理 

品質の良い構造物を造るためには，コンクリートの打設中に

様々な指標に注意を払わなければならない．打設管理装置は変

位センサによりコンクリートの打ち上がり高さを常時測定する

とともに，設定した 1 層高さに達したかの判定や打ち重ね時間

間隔が自動で計算される．ポスト PCの管理機能を用いることで

複数箇所の情報を一元で管理できるため，現場における品質管

理業務の省力化に大きく寄与することが確認された．また，測

定された打ち上がり高さや打ち重ね時間間隔は CSV データとし

て出力することができるので，品質管理のエビデンスとして活

用することも可能である．ここで，ホスト PCによる一元管理の

状況を写真-4に，測定データに基づいて作成した打設管理グラ

フを図-4に示す． 

４．まとめ 

打設管理装置を実現場において運用・検証したことで，打設

作業および品質管理業務の省力化に活用できることが確認され

た．また，情報を見える化・共有することで従事する作業者の

品質に対する意識向上にも効果が期待される． 

本装置は様々なコンクリート構造物への適用が可能であり，

活用の範囲を拡大することによって高品質なコンクリート構造

物の創出に貢献していきたい． 
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図-4 打設管理グラフ 

図-2 橋脚概要図 

 

図-3 装置設置状況 

写真-3 コンクリート打設状況 

写真-2 一元管理状況(ホスト PC) 
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